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対象者拡大にて開催 「第20回市川フォトフェスティバル」 ご協賛のお願い 

 

                                                           

拝啓 陽春の候、皆様におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

昨年は市川市市制施行９０周年という大きな節目に、市川市と共催で９０周年記念事業として

「小学生の写真展」を開催し、大変好評を頂くことができました。これもひとえに、ご協賛を賜り

ました皆様のお陰と、厚く御礼申し上げます。 

 

当協会は、市川市の写真文化の発展と向上に寄与することを目的として、市川市に在住、も

しくは活動の拠点を置くなど市川市に縁を持つ写真家が結成した団体です。活動の一環とし

て過去２０年にわたり市民参加型の当イベント「市川フォトフェスティバル」を開催してきました。 

 

本年度は再び当協会の単独主催による「第２０回市川フォトフェスティバル」を企画しており

ますが、これまでとは趣向を変え、「小学生」と「一般」のみであった対象を、小中高生から大人

まで（小学生以上のすべての方々）に拡大し、写真に関心を抱く方の年代が途切れず繋がりが

繋がりを呼び、写真の輪が広がることを目指すよう方針を転換いたしました。 

 

つきましては、「第２０回市川フォトフェスティバル」の開催にあたり、ご協賛をくださる企業

様、個人様を広く募集いたします。当イベントは、一般の部の出品料と皆様からの協賛金により

運営されます。あらゆる経費削減を実行しつつも、財源はぎりぎりのところでございます。まこ

とに恐縮ではございますが、事情ご賢察いただき、皆様のご支持ご協力を賜わりますよう、何

卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

記 

 

 

【開催概要】 

〇名称：第20回市川フォトフェスティバル 

○主催：市川写真家協会 

○会期：202６年１月２３日(金)～1月２６日(月) 

市内小中高生を中心に、すべての小中高生、一般から応募された全作品を展示 

○会場：市川市文化会館地下展示室 

 



【開催趣旨】 

・写真と撮影活動を通した、青少年の健全な育成への寄与 

・撮影に付随する一連の創造活動により健康長寿社会に寄与 

・市川市の魅力と実像の伝承、その発信 

・市川市の将来において貴重な資料となる写真の収集および保管 

 

【予算】 

別紙参照 

 

【協賛金額】  

法人様     30,000円    ロゴ入りで掲載 

10,000円    一般フォントにて掲載 

個人事業主様・個人様 5,000円    一般フォントにて掲載 

 

【お振り込み先】   

みずほ銀行 本八幡支店 普通 １０６２７６３ イチカワシャシンカキョウカイ 

５月１６日(金)までにお振込みください。 

 

【協賛特典】 

ご芳名を、応募要項および開催告知ポスター・チラシ・ハガキに掲載、フォトフェスティバル 

会場に掲出させていただきます。 

●応募要項は市内の小中高（国立・私立含む）に配付・設置 

●インフルエンサーによるSNSでの拡散 

●開催告知ポスター、チラシ、ハガキを作成 

公民館・図書館など公共施設に設置、および商店などを通じ広く配布 

 

【お申し込み】 

市川写真家協会ウェブサイト（https://ipps-ichikawa.org/） または 

下記の QR コードより ［協賛申込フォーム］ にアクセスの上、お申込みください。 

 

お申し込みが完了しましたら、自動で内容確認の返信メールが送られます。 

ロゴ掲載の場合は追ってデータの授受についてご案内いたします。 

 

＜協賛申込フォーム QRコード＞ 

市川写真家協会 事務局 

住所 〒272-0021 市川市八幡4-5-18 

担当 大峽 070-5086-7773 

http://www.ipps-ichikawa.org 

mail： info@ipps-ichikawa.org 

以上 



（別紙）「第２０回市川フォトフェスティバル」補足資料 

 

1：小中高生の部 

すべての応募作品を展示します。 未来の担い手となる方々が、写真を撮る、選ぶ、プリントし

題名を付けて応募するという一貫の作業をすることにより、身近な場所での発見を促し、興味

や集中力を育みながら、大切な時間を残す機会となること目的としています。 

 

2：一般の部 

すべての応募作品を展示します。写真を愛好する方々が、作品を創造し発表の機会を得ること

で、人生を豊かに生きる励みとなることを目的としています。 

 

3：写真を撮る、鑑賞することにより、街の変化に気づく、訪れたことのない場所を訪問する、

郷土の伝統行事や文化を知るなどの活動が見込まれ、郷土愛を育てる一助となります。 

 

4：市川市に集中して作品を募ることで、市川市の今をデジタルアーカイヴとして記録できるほ

か、将来において貴重な資料となることが期待されます。 

 

【予算計画書】 

１ 【収  入】                                             （単位：円） 

項 目 金  額 備   考 

事業収入 ２２５,000 一般の部作品出品料（＠1500×150 点） 

協賛金 ３００,０００  

   

合 計 ５２５,000  

 

２ 【支  出】                                             （単位：円） 

項 目 金  額 備   考 

報償費 １３0,000 作業ボランティア謝礼延べ 80 名・入賞者賞品 

印刷費 ６６,000 応募要項、開催告知ポスター、チラシ、ハガキ 

交通費 ２７,000 車両使用・駐車料金・公共交通機関 

使用賃借料 ９４,000 会場使用料・準備作業貸室料 

消耗品費 １０７,000 展示用資材、梱包材、表彰用品 

通信運搬費 ５５,000 協賛社・学校・過去出品者・表彰式欠席者へ連絡物、 

会議費 ４６,000 展示準備作業時・会期中当番弁当飲料など 

   

合計 ５２５,000  

 


